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2022 年 1 月 9 日（日）礼拝メッセージ 

聖書箇所：エレミヤ書 2 章 20～37 節（エレミヤ書講解説教 5 回目） 

タイトル：「もうどうにもとまらない」 

 

 エレミヤ書から学んでいます。今日は、２章２０～３７節からお話します。タイトル

は、「もうどうにも止まらない」です。エレミヤは２章において、背信のイスラエルの

姿をいろいろな比喩を用いて表してきました。その一つが不誠実な妻の姿であり、また、

壊れた水溜であり、売られた奴隷の姿でした。そして、ここからさらに痛々しいくらい、

彼らの背信の姿を、次から次に語ります。もうどうにもとまりません。 

 

 Ⅰ．もうどうにもとまらない（20-25） 

 

 まず、２０～２５節までをご覧ください。「20 実に、遠い昔にあなたは自分のくびき

を砕き、自分のかせを打ち砕いて、「私は仕えない」と言った。まさしく、あなたはす

べての高い丘の上や、青々と茂るあらゆる木の下で、寝そべって淫行を行っている。21 

わたしは、あなたをみな、純種の良いぶどうとして植えたのに、どうしてあなたは、わ

たしにとって、質の悪い雑種のぶどうに変わってしまったのか。22 たとえ、あなたが

重曹で身を洗い、たくさんの灰汁を使っても、あなたの咎は、わたしの前に汚れたまま

だ。-神である主のことば-23 どうしてあなたは、「私は汚れていない。バアルの神々

に従わなかった」と言えるのか。谷の中でのあなたの行いを省み、自分が何をしたかを

知れ。あなたは、あちらこちら道を走り回るすばやい雌のらくだ。24 また、欲情に息

あえぐ荒野に慣れた野ろばだ。さかりのとき、だれがこれを制し得るだろう。これを探

す者は苦労しない。発情の月に見つけることができる。25 裸足にならないように、喉

が渇かないようにせよ。しかし、あなたは言う。「あきらめられません。他国の男たち

が好きなので、私は彼らについて行きます」と。」 

 

 ２０節に「くびき」とか「かせ」とありますが、これは、神から与えられた律法のこ

とです。かつてイスラエルは神と契約を結びました。もし彼らが神の声に聴き従い、神

の契約を守るなら、彼らはあらゆる民族の中にあって神の民となると。その律法のこと

です。結婚関係でいうと誓約ですね。でも彼らはそれを砕いて、すべての高い丘の上や、

青々と茂るあらゆる木の下で、寝そべって淫行を行っていました。「すべての高い丘」

とか「青々と茂る木の下」とは、偶像礼拝が行われていた場所です。そこで彼らは寝そ

べって淫行を行っていたのです。実際的、霊的に姦淫を行っていました。 

 

主イエスはこう言われました。「すべて疲れた人、重荷を負っている人はわたしのも

とに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。わたしは心が柔和でへりくだ
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っているから、あなたがたもわたしのくびきを負って、わたしから学びなさい。そうす

れば、たましいに安らぎを得ます。わたしのくびきは負いやすく、わたしの荷は軽いか

らです。」(マタイ 11:28-30) 

イエス様は、「わたしのくびきを負って、わたしから学びなさい。」と言われました。

しかし、そのくびきを負いたくないのです。イエス様のくびきは負いやすく、その荷は

軽いのに、「私は仕えない」、「ヤダモン!」と言って、神に反抗したのです。 

 

 私たちもそういうことがあるのではないでしょうか。私たちイエス様を信じてイエス

様と一つに結ばれたのにもされたにもかかわらず、私は好きなように生きたい、束縛さ

れたくないと言って、くびきを砕き、かせを打ち砕いていることがあります。キリスト

を信じるとは、キリストの死と復活に一つにされること、すなわち、キリストを人生の

主として生きることであるということを、しっかりと受け止めたいと思います。 

 

 ２１節をご覧ください。「わたしは、あなたをみな、純種の良いぶどうとして植えた

のに、どうしてあなたは、わたしにとって、質の悪い雑種のぶどうに変わってしまった

のか。」 

 次は質の悪いぶどうのたとえです。彼らは純粋で良質のぶどうとして植えられたのに、

質の悪いぶどうに変わってしまいました。それは神の期待を全く裏切るようなものでし

た。神はどれほど悲しまれたでしょうか。イザヤ書５章１～４節には、その神の嘆きが

語られています。 

「1 「さあ、わたしは歌おう。わが愛する者のために。そのぶどう畑についての、わ

が愛の歌を。わが愛する者は、よく肥えた山腹にぶどう畑を持っていた。2 彼はそこを

掘り起こして、石を除き、そこに良いぶどうを植え、その中にやぐらを立て、その中に

ぶどうの踏み場まで掘り、ぶどうがなるのを心待ちにしていた。ところが、酸いぶどう

ができてしまった。3 今、エルサレムの住民とユダの人よ、さあ、わたしとわがぶどう

畑との間をさばけ。4 わがぶどう畑になすべきことで、何かわたしがしなかったことが

あるか。なぜ、ぶどうがなるのを心待ちにしていたのに、酸いぶどうができたのか。」 

神はよく肥えた山腹にぶどう園を持っていて、苦労してそこを掘り起こし、石を取り

除いたりして良いぶどうを植え、それはせかりか、その中にやぐらを立て、ぶどうの踏

み場まで掘って、ぶどうがなるのを心待ちにしていたのに、ところが、何と酸いぶどう

が出来てしまいました。本来は甘い良い実が出来るはずなのに、酸いぶどうが出来てし

まったのです。あなたはどのような実でしょうか。 

 

 ２２節には、もう一つのたとえが描かれています。それは何をもっても拭うことがで

きない垢、汚れです。「たとえ、あなたが重曹で身を洗い、たくさんの灰汁を使っても、

あなたの咎は、わたしの前に汚れたままだ。」 
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 「重曹」という語は、第三版訳と口語訳では「タンサン」と訳しています。炭酸水素

ナトリウムのことです。簡単に言うと、万能お掃除グッズです。クエン酸と一緒に使う

と汚れを落としピカピカにすることができます。電気ケトルを洗う時などは、このクエ

ン酸を使うとよく落ちるそうですが、私はやったことはありません。しかし、その重曹

であなたのからだを洗っても、あなたの垢を落とすことはできません。それはあなたの

からだにこってりとこびりついているので、どんな洗剤を使っても落とすことができな

いのです。たくさんの「灰汁」を使っても同じです。「灰汁」とは植物質のアルカリの

ことです。その灰汁を使っても、あなたの咎は汚れたままなのです。つまり、どんなに

強い洗剤を使っても、あなたの罪の染みは取れないということです。アタックを使って

もだめです。アリエールでもあり得ません。どんな重曹を使っても、どんな灰汁を使っ

ても、あなたのがんこな汚れ、あなたの罪の染みは抜けないのです。 

 

 では、どうしたらいいのでしょうか。どうしたら罪の汚れを落とすことができるので

しょうか。それはただイエス・キリストの十字架の血潮によります。1 ヨハネ１章７～

９節にこうあります。「もし私たちが、神が光の中におられるように、光の中を歩んで

いるなら、互いに交わりを持ち、御子イエスの血がすべての罪から私たちをきよめてく

ださいます。もし自分には罪がないと言うなら、私たちは自分自身を欺いており、私た

ちのうちに真理はありません。もし私たちが自分の罪を告白するなら、神は真実で正し

い方ですから、その罪を赦し、私たちをすべての不義からきよめてくださいます。」 

御子イエスの血がすべての罪から私たちをきよめてくださいます。もし私たちが自分

の罪を告白するなら、神は真実で正しい方ですから、その罪を赦し、すべての悪から私

たちをきよめてくださいます。どんなガンコな汚れでも洗い清めることができるのです。

すばらしいですね。これが聖書を通して神が私たちに約束しておられることです。御子

イエスの血がすべての罪をきよめてくださいます。キリストの血潮できよめられない汚

れはありません。キリストの血は、すべての悪からあなたをきよめてくださるのです。 

イザヤ１章１８節にはこうあります。「さあ、来たれ。論じ合おう。主は言われる。

たとえ、あなたの罪が緋のように赤くても、雪のように白くなる。たとえ、紅のように

赤くても、羊の毛のようになる。」あなたが御子イエスを信じるなら、御子の血が、あ

なたのがんこな汚れを完全に洗いきよめてくださるのです。 

 

２３～２５節をご覧ください。「どうしてあなたは、「私は汚れていない。バアルの神々

に従わなかった」と言えるのか。谷の中でのあなたの行いを省み、自分が何をしたかを

知れ。あなたは、あちらこちら道を走り回るすばやい雌のらくだ。24 また、欲情に息

あえぐ荒野に慣れた野ろばだ。さかりのとき、だれがこれを制し得るだろう。これを探

す者は苦労しない。発情の月に見つけることができる。25 裸足にならないように、喉

が渇かないようにせよ。しかし、あなたは言う。「あきらめられません。他国の男たち
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が好きなので、私は彼らについて行きます」と。」 

 ここでは、イスラエルがさかりのついた「雌のらくだ」や「野ろば」にたとえられて

います。このような動物は本能のままに生きるので、自分を抑制することができません。

もうどうにも止まらない！です。自分の欲情を満たしてくれるものを探して、あちらこ

ちら走り回るのです。 

 

 私が小さい頃、山本リンダさんという歌手が「どうにもとまらない」という歌を歌い

ました。「うわさを信じちゃいけないよ 私の心はうぶなのさ いつでも楽しい夢を見

て 生きているのが好きなのさ・・ああ蝶になる ああ花になる 恋した夜は あなたし

だいなの ああ今夜だけ ああ今夜だけ もうどうにもとまらない」彼らは霊的、肉体

的淫行を求め、もうどうにもとまらないくらい走り回っていたのです。 

 

 ２５節にある「裸足にならないように」とか「喉が渇かないようにせよ」というのは、

荒野で行き倒れにならないようにという意味です。それは荒野を旅する者にとっての最

低の注意でしたが、その声さえも彼らの耳には入りませんでした。そして、「あきらめ

ません。他国の男たちが好きなので、私は彼らについて行きます。」と言うのです。「他

国の男たち」とはバアルの神々のことです。それが好きなので、私は彼らについて行き

ますと、ついて行ったのです。 

 

皆さんは、どう思いますか。このまま行けば荒野で行き倒れになってしまうように身

を滅ぼしてしまうということが分かっていても、あきらめられないのです。そうした忠

告に耳を傾けることはできないでしょうか。できます。なぜなら、皆さんはイエス様を

信じているので、そうしたものに固執する必要はないからです。イエス様を信じる人に

は、神の聖霊が与えられているからです。聖書はこうあります。「御霊によって歩みな

さい。そうすれば、決して肉の欲望を満足させることはありません。」（ガラテヤ 5:16） 

 

内なる戦いがあります。肉との戦いですね。この戦いに勝利するのは至難の業ですが、

私たちはそれに勝利することができるのです。それは私たちの力によってではなく、神

が与えてくださった御霊の力によってです。御霊によって歩むなら、決して肉の欲望を

満足させることはありません。私たちには負けるしかない運命の中にいるのではなく、

それに勝つことができるように、神は御霊の力と逃れの道を備えていてくださるのです。 

 

 Ⅱ．身勝手なイスラエル（26-28） 

 

次に２６～２８節をご覧ください。「26 盗人が、見つかったときに恥を見るように、

イスラエルの家も恥を見る。彼らの王たち、首長たち、祭司たち、預言者たちも。27 彼
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らは木に向かって「あなたは私の父」、石に向かって「あなたは私を生んだ」と言って

いる。実に、彼らはわたしに背を向け、顔を向けない。それなのに、わざわいのときに

は「立って、私たちを救ってください」と言う。8 では、あなたが造った神々はどこに

いるのか。あなたのわざわいのときには彼らが立って救えばよい。ユダよ、あなたの神々

はあなたの町の数ほどもいるではないか。」 

 

今度は、盗人が見つかったときに恥を見るたとえです。私たちはよくテレビのニュー

スで窃盗犯が捕まって警察の車両で連行される場面を見ることがありますが、何ともみ

じめです。「ショーシャンクの空に」という映画の主人公のように、20 年間もロックハ

ンマーで刑務所の壁を掘り続け、ついに脱獄したというのならカッコいいのですが、そ

れはあくまでも映画の話で、実際には不可能です。見つかって捕らえられ、恥を見るこ

とになります。それと同じようにイスラエルも恥を見るようになるのです。 

 

それは彼らの王たち、首長たち、祭司たち、預言者たちも同じです。彼らは木に向か

って「あなたは私の父」と言い、石に向かって「あなたは私を生んだ」と言います。そ

れなのに、わざわいの時になると手のひらを返したかのように、主に向かって「立って、

私たちを救ってください」と言うのです。 

 

こういう人を、皆さんはどう思いますか。全く身勝手な人だと思いませんか。神様も

同じです。２８節には、神様が皮肉たっぷりにこう言われます。「では、あなたが造っ

た神はどこにいるのか。あなたのわざわいのときには、彼らが立って救えばよい。ユダ

よ、あなたの神々は、あなたの町の数ほどもいるではないか。」 

あなたが造った神々に願ったらいいじゃないか、あなたの神々はどこにいるのか。彼

らが立って救えばよい。しかし、そうした偶像があなたを救うことはできません。ここ

には、「ユダよ、あなたの神々はあなたの町の数ほどもいるではないか」とあります。

日本にも八百万の神といって、八百万の神々がいると言われていますが、そうしたもの

がいざというとき、本当にあなたを助けてくれるでしょうか。あなたを救ってくれるで

しょうか、そのことをよく考えなければなりません。 

 

詩篇１１５篇４～８節にこうあります。「4 彼らの偶像は銀や金で、人の手のわざで

ある。5 口があっても語れず、目があっても見えない。6 耳があっても聞こえず、鼻が

あってもかげない。7 手があってもさわれず、足があっても歩けない。のどがあっても

声をたてることもできない。8 これを造る者も、これに信頼する者もみな、これと同じ

である。」 

おもしろいですね、偶像は目があっても見えず、耳があっても聞こえません。口があ

っても語れず、鼻があってもかぐことができません。手があってもさわれず、足があっ
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ても歩くことができないのです。そんな偶像を造り、それを拝むことにいったいどんな

意味があるのでしょうか。全くありません。そうした偶像は何の役にも立たないのです。

無益なのです。 

 

しかし、まことの神は違います。まことの神は、あなたを救うことができます。まこ

との神は、あなたのためにご自分のいのちを捨ててあなたを救ってくださった方、私た

ちの主イエスです。この方は、あなたが困ったときにちゃんと助けてくださいます。ご

自分のいのちを捨てるほど愛してくださった方が、それといっしょにすべてのものを与

えてくださらないわけがありません。神はそれほどあなたを愛しておられるのです。こ

の神が一番頼りになるのはいうまでもありません。この神を恐れ、この神を礼拝しなけ

ればなりません。 

 

 Ⅲ．神と争うイスラエル（29-37） 

 

 次に 29～37 節までをご覧ください。「29 なぜ、あなたがたはわたしと争うのか。

あなたがたはみな、わたしに背いてきた。-主のことば-30 わたしはあなたがたの子ら

を打ったが、無駄だった。彼らはその懲らしめを受け入れなかった。あなたがたの剣は、

食い滅ぼす獅子のように、あなたがたの預言者たちを食い尽くした。31 あなたがた、

この時代の人々よ。主のことばに心せよ。わたしはイスラエルにとって荒野であったの

か。あるいは暗黒の地であったのか。なぜわたしの民は、「私たちは、さまよい歩きま

す。もうあなたのところには行きません」と言うのか。32 おとめが自分の飾り物を、

花嫁が自分の飾り帯を忘れるだろうか。しかし、わたしの民はわたしを忘れた。その日

数は数えきれない。33 あなたが愛を求める方法は、なんと巧みなことか。そのように

して、あなたは悪い女にさえ、巧みに自分の方法を教えたのだ。34 あなたの裾に見つ

かるのは、咎なき貧しい人たちの、いのちの血。彼らが押し入るのを、あなたが見たわ

けでもないのに。しかも、これらすべてのことにもかかわらず、35 あなたは言う。「私

は潔白だ。確かに、御怒りは私から去った」と。あなたが「私は罪を犯してはいない」

と言うので、今、わたしはあなたをさばく。36 あなたはなんと簡単に自分の道を変え

ることか。アッシリヤによって恥を見たのと同様に、あなたはエジプトによっても恥を

見る。37 そこからも、あなたは両手を頭に置いて出て来るだろう。主が、あなたの拠

り頼むものを退けられるので、あなたが彼らによって栄えることは決してない。」 

 

 ここでは、イスラエルを反抗的な子どもの姿にたとえています。主は彼らに何度も警

告を与え、彼らを打ったり、懲らしめたりしましたが、彼らはその懲らしめを全く受け

入れませんでした。「打つ」とは、神が剣とか、もききん、疫病などでその民を罰する

ことを指しています。また、「懲らしめ」とは、預言者たちの警告と神の処罰の両方を
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含むものです。しかし、彼らはこうした懲らしめを受け入れるどころか、神のことばを

語った預言者たちを食い尽くしたのです。彼らは預言者が語る神の言葉を受け入れるこ

とができなかったので、食い尽くす獅子のように、預言者たちを食い尽くしたのです。 

 

しかし、神様が彼らを打ったり、懲らしめたりしたのは何のためだったのでしょうか。

それは彼らを傷つけるためではありませんでした。それは、彼らを子として扱っておら

れたからです。へブル 12 章 6～11 節にこうあります。「6 主はその愛する者を訓練し、

受け入れるすべての子に、むちを加えられるのだから。」7 訓練として耐え忍びなさい。

神はあなたがたを子として扱っておられるのです。父が訓練しない子がいるでしょうか。

8 もしあなたがたが、すべての子が受けている訓練を受けていないとしたら、私生児で

あって、本当の子ではありません。9 さらに、私たちには肉の父がいて、私たちを訓練

しましたが、私たちはその父たちを尊敬していました。それなら、なおのこと、私たち

は霊の父に服従して生きるべきではないでしょうか。10 肉の父はわずかの間、自分が

良いと思うことにしたがって私たちを訓練しましたが、霊の父は私たちの益のために、

私たちをご自分の聖さにあずからせようとして訓練されるのです。11 すべての訓練は、

そのときは喜ばしいものではなく、かえって苦しく思われるものですが、後になると、

これによって鍛えられた人々に、義という平安の実を結ばせます。」 

 

しかし、イスラエルの民は受け入れることができませんでした。それで主は彼らにこ

う言われます。31 節、「わたしはイスラエルにとって荒野であったのか。あるいは暗黒

の地であったのか。なぜわたしの民は、「私たちは、さまよい歩きます。もうあなたの

ところには行きません」と言うのか。」 

「荒野」とか「暗黒」とは、イスラエルがかつてエジプトの奴隷であった時のように、

何の喜びもない、がんじがらめの生活のことです。イスラエルは、荒野から導き出して

くださった神を忘れ、神ご自身が荒野であるかのように思い、または暗黒であるかのよ

うに錯覚して、元の状態に戻ろうとしていました。「私たちは、さまよい歩きます。も

うあなたのところには行きません。」と言って・・。悲しいですね。でも、実際にこの

ように考えて、信仰から離れ元の状態に戻ろうとする人もいます。 

パウロはガラテヤ人への手紙の中でこう語っています。「キリストは、自由を得させ

るために私たちを解放してくださいました。ですから、あなたがたは堅く立って、再び

奴隷のくびきを負わされないようにしなさい。」(ガラテヤ 5:1)あなたは、クリスチャ

ンになる前の生活に戻ろうとしていないでしょうか。ですから、堅く立って、再び奴隷

のくびきを負わされることがないように注意しなければなりません。 

 

さらにイスラエルの罪が糾弾されます。32 節です。「おとめが自分の飾り物を、花嫁

が自分の飾り帯を忘れるだろうか。しかし、わたしの民はわたしを忘れた。その日数は



8 

 

数えきれない。」 

この「飾り物」とは、おとめがその身に飾る物です。日常生活において、「おとめが

その身を飾るものを忘れる」ことはありえません。また、「花嫁の飾り物」とは、愛す

る人からの贈り物である花嫁の「晴れ着の帯」のことです。イスラエルは主の花嫁とし

て美しい晴れ着もその帯も与えられていました。それほど主に愛されている存在であっ

たのに、その主を忘れてしまいました。 

 

33 節では、辛辣な皮肉を込めて、情事の比喩によって、宗教的な民の無節操が取り

上げられています。「愛を求める方法」とは、情事に誘い込む方法のことです。それは

本当に巧みで、今では、悪い女、遊女にさえ、そのやり方を教えるほどになりました。 

 

また、34～35 節を見ると、彼らは、罪のない貧しい人たちの血を流してきました。

自分が欲することを求めるあまりに、多くの人々が傷ついても、そんなのお構いなしで、

何の罪意識も持つことはありませんでした。そしてこう言ったのです。「私は潔白だ」。

確かに、御怒りは私から去った」と。」どういうことでしょうか。罪の自覚が全くあり

ません。これは、ヨハネ 9 章 41 節でイエス様が指摘しておられることです。「もしあ

なたがたが盲目であったなら、あなたがたに罪はなかったでしょう。しかし、今、『私

たちは見える』と言っているのですから、あなたがたの罪は残ります。」罪の自覚がな

いということは本当に恐ろしいことです。私には罪がない。それは神を偽りものとする

ことです。 

 

その結果どうでしょう。36～37 節をご覧ください。「あなたはなんと簡単に自分の

道を変えることか。アッシリヤによって恥を見たのと同様に、あなたはエジプトによっ

ても恥を見る。そこからも、あなたは両手を頭に置いて出て来るだろう。主が、あなた

の拠り頼むものを退けられるので、あなたが彼らによって栄えることは決してない。」 

アッシリヤとかエジプトといったこの世の力と手を組んで、人間的に解決しようとし

ても、何の良い結果も得られません。両手を頭に置いて出てくるとは、降参するという

ことですが、結局、バビロンの前に屈服し、彼らの捕虜となります。バビロン捕囚のこ

とです。アッシリヤに頼ろうと、エジプトに頼ろうと、これを避けることはできません。

バビロンは確かにやって来ます。主が、あなたの拠り頼むものを退けられるので、あな

たは滅びる。決して栄えることはない、というのです。この世に頼るならあなたは裏切

られ、失望することになります。必ず失敗し失望します。それは昔も今も変わりません。

この世に頼ろうとするならば、この世の力にすがろうとするならば、神以外のものに満

たしを求めようとするならば、必ず失望することになります。しかし、主に信頼する者

は、決して失望させられることはありません。 
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かつてデンマークに一人の男の子が生まれました。彼が生まれたのは棺桶の中でした。

お母さんは他人の汚れ物を洗って生計を立てていました。おばあさんは庭掃除をしてお

金をもらい、おじいさんは精神病院に入っていました。本当に貧しい家に生まれ、極貧

の生活の中で彼は育ちました。彼は大人になって恋をしましたが、恋をした相手にこと

ごとくふられ、失恋ばかりでした。ついに彼は生涯独身で過ごしました。彼は 70 歳ま

で生きて、最後に言ったことばは、こうでした。 

「私の人生は童話のように幸せでした。」 

そうです、この彼とはアンデルセンのことです。アンデルセンはなぜこのように言う

ことができたのでしょうか。その秘訣を彼はこう言っています。 

「私を愛し、私を助けてくださるイエス・キリストがいつも共にいて下さったからで

す。」 

正しい価値観は、状況や環境が変わっても、それでもなお、私たちに喜びや平安や希

望を与えてくれます。これこそ、神が私たちに求めておられることです。神に立ち返り

ましょう。そして、神に信頼してください。そうすれば、神がイエス・キリストを通し

て、あなたと共にいて、あなたに真の喜びと平安を与えてくださるのです。 


